
 

 

［成 果 情 報 名］ ペチュニアにおける花の香気成分生産のメタボロームプロファイリング 

［要 約］ ペチュニアの強香系統の花冠におけるグルコース-6-リン酸以降の代謝産

物の濃度は、香気成分と同調した昼夜変化を示す。香気成分量の昼夜変化の発生には、基

質濃度による芳香族化合物の生合成制御が関与している。 
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［背景・ねらい］ 

ペチュニアの野生種の一つである Petunia axillaris の香気成分は芳香族化合物であり、

その発散量は、昼多く夜少なくなる昼夜変化を有する。また、P. axillaris には、香りの

強弱が異なる系統が存在する。香気成分の昼夜リズムおよび香りの強弱を制御する生合成

段階を明らかにするために、P. axillaris の強香系統と弱香系統について花冠の代謝産物

のメタボロームプロファイリングを行う。 

［成果の内容・特徴］ 

１．強香系統のスクロース、フルクトース、グルコースの濃度は夜間に増加しない。一方

で弱香系統のそれらの糖の濃度は夜間高くなる昼夜変化を示す（図１）。 

２．強香系統については、グルコース-6-リン酸（G6P）以降の代謝物の濃度は、香気成分

と同調した昼夜変化を示す（図１）。 

３．弱香系統については、6-ホスホグリセリン酸（6PG）を含むいくつかの代謝産物とシキ

ミ酸の下流の代謝産物の濃度は著しく低い（図１）。G6P から 6PG への代謝とシキミ酸

の代謝が抑制されている。弱香系統の夜間の糖の蓄積は、それらの代謝の抑制が影響し

ているものと考えられる。 

４．香気成分量の昼夜変化の発生には、G6P 以降の各生合成段階での基質濃度による生合

成制御が関与している。 

５．強香系統では、香気成分のメチル基供与体である S-アデノシルメチオニン（SAM）の

濃度は昼多く夜少なくなる変化を示す一方で、他の SAM 回路の構成化合物である S-アデ

ノシル-L-ホモシステインとメチオニンは、香気成分と同じ昼少なく夜多くなる変化を示

す（図１）。SAM 回路の化合物濃度もまた、メチル基受容体の基質濃度に影響を受けて

いる。 

［成果の活用面・留意点］ 

１．花の芳香気成分生産制御には、基質濃度の貢献が高い。  

２．花の香気成分の発散調節には、糖代謝という生合成の初期の段階からの制御の有効性

が期待できる。 

-42-



 

 

［具体的データ］ 

 
図１ ペチュニアの香気成分生産のメタボロームプロファイリング 

赤：強香系統、青：弱香系統。黄色：明期、水色：暗期。 ：香気成分。 ：弱香系統にて代謝が抑制

されている部位。単位は nmol gFW-1。開花後 2 日目より 6 時間おきに採取。E4P（エリトロース-4-リン

酸）、GAP（グリセルアルデヒド-3-リン酸）、X5P(キシルロース-5-リン酸)は非検出。 

（大久保直美、中山真義） 
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